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６
月
21
日
に
閉
会
し
た

第
２
１
１
通
常
国
会
で
は
、

岸
田
政
権
は
「
丁
寧
な
説

明
」
と
言
い
な
が
ら
国
民

に
説
明
せ
ず
、
国
の
大
転

換
と
な
る
重
要
法
案
を
次
々

と
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
そ

の
一
覧
を
掲
載
し
ま
す
。

こ
の
紙
面
で
は
、
軍
拡

財
源
法
（
政
府
は
防
衛
財

源
法
と
呼
称
）
と
軍
需
産

業
支
援
法
（
防
衛
産
業
支

援
法
）
に
絞
っ
て
記
載
し

ま
す
。

昨
年
末
に
閣
議
決
定
し

た
安
保
３
文
書
に
基
づ
き
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

な
ど
今
後
５
年
間
で
43
兆

円
に
も
の
ぼ
る
大
軍
拡
の

財
源
確
保
の
た
め
に
「
軍

拡
財
源
法
」
を
成
立
さ
せ

ま
し
た
。
米
国
製
の
長
距

離
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ

ホ
ー
ク
４
０
０
発
の
購
入

や
、
激
増
す
る
米
国
製
兵

器
の
購
入
額
に
あ
て
る
と

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
「
自
衛
隊

施
設
の
強
靱
化
」
と
称
し

て
、
全
国
２
８
３
地
区
で
、

核
攻
撃
に
も
耐
え
ら
れ
る

司
令
部
の
地
下
化
な
ど
を

進
め
る
た
め
の
費
用
を
賄

い
ま
す
。
す
べ
て
が
破
壊

し
つ
く
さ
れ
た
後
に
、
生

き
残
っ
た
司
令
部
が
何
を

守
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
法
律
の
な
か
で
創

設
さ
れ
る
「
防
衛
力
強
化

資
金
」
は
、
病
院
な
ど
の

積
立
金
を
国
庫
に
返
納
さ

せ
て
軍
拡
に
流
用
可
能
と

し
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
予
算
に
あ
て
る
復

興
特
別
所
得
税
の
課
税
期

間
を
延
長
し
て
軍
事
費
に

充
て
る
こ
と
も
決
め
て
い

ま
す
。

軍
拡
財
源
法
に
は
維
新

と
国
民
民
主
は
、
歳
出
改

革
を
担
保
す
る
規
定
が
な

く
財
源
確
保
は
砂
上
の
楼

閣
だ
と
反
対
は
し
ま
し
た

が
、
大
軍
拡
推
進
の
立
場

の
発
言
を
続
け
て
い
ま
す
。

軍
事
産
業
支
援
法
は
、

国
内
の
軍
需
産
業
を
防
衛

力
そ
の
も
の
と
位
置
づ
け
、

日
本
経
済
・
産
業
の
軍
事

化
を
い
っ
そ
う
押
し
進
め

る
も
の
で
す
。
軍
事
企
業

発
展
の
た
め
に
国
の
支
援

を
強
め
、
設
備
投
資
な
ど

の
負
担
な
し
に
事
業
を
行

う
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

し
か
も
、
新
た
な
販
路
拡

大
の
た
め
に
、
武
器
輸
出

へ
の
助
成
も
進
め
る
と
し

て
い
ま
す
。
防
衛
省
と
契

約
す
る
企
業
の
従
業
員
に

秘
密
保
全
の
義
務
を
課
し
、

漏
洩
し
た
場
合
は
拘
禁
刑

（
懲
役
）
や
罰
金
を
科
す

規
定
も
新
設
し
ま
す
。

年
内
に
予
想
さ
れ
る
総

選
挙
は
、
戦
争
国
家
に
進

む
か
止
ま
る
か
の
瀬
戸
際

で
す
。
戦
争
は
い
っ
た
ん

始
め
た
ら
終
わ
り
に
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。

日
本
国
憲
法
前
文
と
憲
法

９
条
の
も
と
平
和
の
意
志

を
選
挙
で
示
し
ま
し
ょ
う
。

立民 共産 自民 公明 維新 国民

軍拡財源法

５年間で４３兆円の軍事費 × × ● ● ×※ ×※

捻出。「防衛力強化資金」

創設で医療や年金財源も流用

軍需産業支援法

採算のとれない軍事企業を ● × ● ● ● ●

税金で育成。販路拡大のた

めに武器輸出への助成も

改悪入管法

難民認定申請の３回目以降は × × ● ● ● ●

送還可能に。在留外国人の

命と権利を脅かす。

原発推進等５法

原発の新増設を認め、原発を × × ● ● ● ●

６０年超えて動かすことが

可能に。

改定マイナンバー法

国民にマイナンバーカードを × × ● ● ● ●

強要して健康保険証を廃止

４党LGBT法

多数派が認める範囲内でしか × × ● ● ● ●

性的少数者の人権・尊厳を認

めない恐れのある条文。

●賛成 ×反対 ※法案には反対し
たが大軍拡をあおり、法案の強行に
手を貸す

軍
事
費
４
３
兆
円
捻
出

の
た
め
の
軍
拡
財
源
法

軍
需
産
業
支
援
法
で

経
済
・
産
業
も
軍
事
化



史
上
初
め
て
核
兵
器
を

違
法
な
も
の
と
す
る
「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
が
、
国

連
加
盟
国
１
９
３
の
３
分

の
２
、
１
２
２
カ
国
が
賛

成
し
て
採
択
さ
れ
、
２
０

２
０
年
10
月
24
日
に
批
准

国
が
発
効
に
必
要
な
50
カ

国
に
到
達
。
21
年
1
月
22

日
に
発
効
し
ま
し
た
。

こ
の
条
約
が
国
連
で
採

択
さ
れ
て
7
月
7
日
で
6

年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

巡
り
、
ロ
シ
ア
が
核
兵
器

を
使
う
可
能
性
も
あ
る
と

す
る
中
、
今
年
1
月
時
点

の
世
界
の
核
弾
頭
総
数
は

推
計
１
２
５
１
２
発
、
使

用
可
能
な
核
弾
頭
は
９
５

７
６
発
。
1
月
24
日
、
世

界
の
終
わ
り
ま
で
の
時
間

を
象
徴
的
に
表
す
「
終
末

時
計
」
の
針
が
人
類
滅
亡

の
午
前
0
時
ま
で
残
り
90

秒
と
発
表
さ
れ
、
１
９
４

７
年
の
初
公
表
以
来
、
残

り
時
間
が
最
も
短
く
な
り

ま
し
た
。
核
兵
器
の
全
面

禁
止
・
廃
絶
は
緊
急
の
国

際
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。昨

年
6
月
に
同
条
約
の

第
1
回
締
約
国
会
議
が
ウ

イ
ー
ン
で
開
か
れ
「
核
の

な
い
世
界
」
実
現
を
目
指

す
「
ウ
イ
ー
ン
宣
言
」
と

行
動
計
画
を
採
択
し
ま
し

た
。
第
2
回
締
約
国
会
議

は
今
年
11
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
条
約
は
7
月
6
日
現

在
、
署
名
92
カ
国
、
批
准

は
68
カ
国
に
上
り
、
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（ICAN

）
に
よ
る
と
、

ア
フ
リ
カ
・
サ
ハ
ラ
砂
漠

の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
が
間
も
な

く
批
准
書
を
提
出
予
定
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
議
会
で
も

批
准
法
案
の
議
論
が
進
み
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
ル
ラ
大
統
領

は
5
月
の
主
要
7
か
国
首

脳
会
議
（
G7
広
島
サ
ミ
ッ

ト
）
に
参
加
し
た
際
、
条

約
批
准
を
進
め
る
意
向
を

示
し
ま
し
た
。
米
国
で
も

人
口
3
万
人
以
上
の
自
治

体
（
約
１
４
０
０
）
の
首

長
が
参
加
す
る
「
全
米
首

長
会
議
」
は
今
年
6
月
、

第
91
回
年
次
総
会
で
、
核

兵
器
禁
止
条
約
を
支
持
す

る
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
・

日
本
政
府
は
署
名
も
批
准

も
し
て
い
ま
せ
ん
。
い
ま

だ
に
核
の
傘
・
核
抑
止
力

に
し
が
み
付
く
日
本
政
府

に
対
し
て
、
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る

地
方
議
会
の
意
見
書
が
６

５
９
に
達
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
大
人
に
は
、
日

本
と
世
界
の
子
ど
も
た
ち

に
核
兵
器
の
無
い
未
来
を

譲
り
渡
す
責
任
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ご
一
緒
に
力

を
合
わ
せ
、
日
本
政
府
に

条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る

声
を
あ
げ
「
終
末
時
計
」

の
針
を
押
し
戻
し
ま
し
ょ

う
。

内
井
み
ち
江

岸
田
政
権
は
、
抑
止
力
の
名
の
基

に
大
軍
拡
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
安
全
保
障
の
分
野
で
は
「
拒
否

的
抑
止
」
と
「
懲
罰
的
抑
止
」
の
２

種
類
に
分
け
て
議
論
さ
れ
ま
す
。

「
拒
否
的
抑
止
」
は
相
手
の
攻
撃
を

物
理
的
に
阻
止
す
る
十
分
な
能
力
を

持
ち
、
攻
撃
と
い
う
目
的
を
達
成
で

き
な
い
と
思
わ
せ
て
攻
撃
を
断
念
さ

せ
る
事
で
す
。
防
衛
ミ
サ
イ
ル
な
ど

が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

一
方
、
「
懲
罰
的
抑
止
」
の
本
質

は
、
報
復
と
い
う
威
嚇
に
よ
っ
て
相

手
国
に
恐
怖
や
不
安
を
抱
か
せ
る
こ

と
で
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と

す
る
こ
と
で
す
。
国
家
安
全
保
障
の

た
め
の
抑
止
政
策
は
こ
の
「
懲
罰
的

抑
止
」
が
主
流
で
、
報
復
力
に
基
づ

く
威
嚇
政
策
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
報
復
力
に
よ
っ
て
威
嚇
す

れ
ば
、
常
に
抑
止
に
成
功
す
る
か
と

い
え
ば
、
事
は
そ
う
単
純
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
抑
止
し
よ
う
と
す
る
国

（
＝
抑
止
国
）
と
抑
止
さ
れ
る
国

（
＝
抑
止
相
手
）
の
間
で
抑
止
が
成

立
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
①
抑
止
国
が
威
嚇

を
実
行
す
る
能
力
（
報
復
力
）
を
持

つ
こ
と
、
②
抑
止
国
が
報
復
の
意
志

を
抑
止
相
手
に
明
示
す
る
こ
と
、
③

抑
止
相
手
が
抑
止
国
の
報
復
の
意
志

を
認
識
し
、
理
性
的
に
行
動
す
る
こ

と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
に
強

大
な
抑
止
力
を
抑
止
国
が
有
し
て
い

て
も
、
報
復
の
意
志
が
抑
止
相
手
に

認
識
さ
れ
な
い
場
合
や
、
威
嚇
に
対

し
て
抑
止
相
手
が
理
性
的
に
対
応
し

な
い
場
合
、
抑
止
に
失
敗
す
る
こ
と

が
あ
り
得
ま
す
。
そ
も
そ
も
抑
止
政

策
は
、
抑
止
国
と
抑
止
相
手
の
相
互

不
信
を
前
提
に
し
た
威
嚇
政
策
で
す
。

『
抑
止
力
』
と
い
う
言
葉
を
聞
く

と
、
な
ん
と
な
く
受
け
身
で
攻
撃
的

で
な
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
て
し
ま

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

『
抑
止
の
本
質
は
何
か
？
』
を
考
え

て
み
る
と
、
そ
れ
は
相
手
に
『
恐
怖

心
を
与
え
る
こ
と
』
に
他
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
『
恐
怖
心
』
に
よ
る
均

衡
は
チ
ョ
ッ
ト
し
た
刺
激
で
崩
れ
や

す
い
も
の
で
す
。

安
定
し
た
平
和
の
た
め
に
は
相
互

理
解
に
よ
る
均
衡
が
不
可
欠
で
す
。

軍
備
拡
大
で
『
恐
怖
心
』
を
与
え
る

の
で
は
な
く
、
話
し
合
い
で
相
互
理

解
を
深
め
る
こ
と
こ
そ
外
交
政
治
の

最
も
大
事
な
役
割
で
、
こ
れ
が
最
も

強
力
な
安
全
保
障
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

市
川

隆
雄


